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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第72期
第３四半期
連結累計期間

第73期
第３四半期
連結累計期間

第72期

会計期間
自平成24年４月１日
至平成24年12月31日

自平成25年４月１日
至平成25年12月31日

自平成24年４月１日
至平成25年３月31日

売上高（百万円） 77,732 86,588 126,609

経常利益又は経常損失（△）

（百万円）
△1,886 478 △871

四半期（当期）純損失（△）

（百万円）
△1,729 △131 △1,234

四半期包括利益又は包括利益

（百万円）
△738 2,779 3,401

純資産額（百万円） 30,439 37,353 34,580

総資産額（百万円） 154,853 170,001 162,082

１株当たり四半期（当期）

純損失金額（△）（円）
△11.08 △0.84 △7.91

潜在株式調整後１株当たり四半期（当

期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 19.4 21.7 21.1

　

回次
第72期
第３四半期
連結会計期間

第73期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自平成24年10月１日
至平成24年12月31日

自平成25年10月１日
至平成25年12月31日

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期純損失金額（△）

（円）

△0.79 1.55

　    (注)１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記

              載していません。

  ２．売上高には、消費税等は含まれていません。

  ３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、１株当たり四半期(当期)純損失金額で

      あり、また、潜在株式が存在しないため記載していません。

　

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社についても異動はありません。　
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第２【事業の状況】
　以下、「第２．事業の状況」における各事項の記載については、消費税等抜きの金額で表示しています。

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

（１）業績の状況　

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、輸出が持ち直し、各種政策を背景に家計所得や投資の増加傾

向が続き、景気は緩やかに回復しつつあるものの、海外景気の下振れが引き続き国内景気を下押しするリスクと

なっており、依然として先行きが不透明な状況で推移しました。

　建設業界におきましては、公共投資については、震災復興に伴う補正予算等の効果もあり底堅く推移しておりま

す。民間投資については、雇用・所得環境が改善するなか、消費税率の引上げに伴う駆け込み需要もあって回復基

調が継続するものと思われますが、建設労働者の需給状況に対する懸念もあり、依然として厳しい経営状況が続き

ました。　

　このような経済情勢のもと、当社グル－プの当第３四半期連結累計期間における連結業績につきましては、売上

高は86,588百万円（前年同四半期比11.4％増）、営業利益940百万円（前年同四半期は、営業損失1,913百万円）、

経常利益478百万円（前年同四半期は、経常損失1,886百万円）となり、四半期純損失131百万円（前年同四半期

は、四半期純損失1,729百万円）となりました。　

　　

セグメントの業績は次のとおりです。（セグメントごとの業績については、セグメント間の内部売上高等を含め

て記載しています。）

　　（土木工事）

　土木工事については、売上高41,059百万円（前年同四半期比5.9％増）、セグメント利益845百万円（前年同四半

期は、セグメント損失16百万円）となりました。

（建築工事）

　建築工事については、売上高43,867百万円（前年同四半期比16.8％増）、セグメント損失146百万円（前年同四半

期は、セグメント損失2,170百万円）となりました。

（不動産事業）

　不動産事業については、売上高1,260百万円（前年同四半期比5.2％増）、セグメント利益153百万円（前年同四半

期比33.7％減）となりました。

（その他）

　その他については、売上高11,210百万円（前年同四半期比1.3％減）、セグメント利益101百万円（前年同四半期比

98.8％増）となりました。

 

　　（注）土木工事、建築工事においては、契約により工事の完成引渡しが第４四半期連結会計期間に集中しているた

　　　め、第１四半期連結会計期間から第３四半期連結会計期間における完成工事高に比べ、第４四半期連結会計期

　　　間の完成工事高が著しく多くなるといった季節的変動があります。　

　

（２）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

（３）研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、273百万円です。(土木工事259百万

円・建築工事13百万円です。）

　なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。　
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 298,476,000

計 298,476,000

②【発行済株式】

種類

第３四半期会計期間末
現在発行数
（株）

（平成25年12月31日）

提出日現在発行数
（株）

（平成26年２月14日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 156,689,563 156,689,563
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数

1,000株

計 156,689,563 156,689,563 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。 

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　　

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

平成25年10月１日

～　

平成25年12月31日

－ 156,689,563 － 18,293 － 5,289

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成25年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしていま

す。 

①【発行済株式】　

 平成25年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）

（自己保有株式）

 普通株式　　　　　

555,000

－ －

完全議決権株式（その他）
 普通株式　　　　　

155,141,000
155,141 －

単元未満株式
 普通株式　　　　　

993,563
－ １単元（1,000株）未満の株式

発行済株式総数 156,689,563 － －

総株主の議決権 － 155,141 －

　　（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が6,000株（議決権６個）が含まれて

います。

②【自己株式等】

 平成25年12月31日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

（自己保有株式）
鉄建建設㈱

東京都千代田区三崎
町二丁目５－３

555,000 － 555,000 0.35

計 － 555,000 － 555,000 0.35

　　（注）上記のほか、株主名簿上は当社名義となっていますが実質的に所有していない株式が1,000株（議決権１個）

あります。なお、当該株式は上記「発行済株式」の「完全議決権株式（その他）」の欄に含まれています。

２【役員の状況】

　該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載しています。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成25年10月１日から平

成25年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けています。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 13,077 13,263

受取手形・完成工事未収入金等
※2 80,667 ※2 79,128

有価証券 － 10

販売用不動産 1,607 1,081

未成工事支出金 11,555 16,657

不動産事業支出金 1,359 1,359

その他のたな卸資産 949 879

繰延税金資産 1,945 1,723

その他 3,102 5,686

貸倒引当金 △25 △8

流動資産合計 114,238 119,782

固定資産

有形固定資産 19,564 19,322

無形固定資産 308 273

投資その他の資産

投資有価証券 24,342 28,654

繰延税金資産 2,025 388

その他 2,126 2,104

貸倒引当金 △524 △524

投資その他の資産合計 27,970 30,623

固定資産合計 47,843 50,218

資産合計 162,082 170,001
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等
※2 51,521 ※2 42,794

短期借入金 39,779 58,023

1年内償還予定の社債 1,340 1,070

未払金 4,509 404

未払法人税等 192 139

未成工事受入金 3,923 3,754

引当金 1,296 1,106

その他 8,009 9,500

流動負債合計 110,572 116,794

固定負債

社債 800 400

長期借入金 6,010 5,712

再評価に係る繰延税金負債 2,576 2,572

退職給付引当金 7,393 7,033

その他 148 134

固定負債合計 16,929 15,853

負債合計 127,502 132,648

純資産の部

株主資本

資本金 18,293 18,293

資本剰余金 5,329 5,329

利益剰余金 4,234 4,110

自己株式 △67 △69

株主資本合計 27,790 27,664

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 5,232 8,116

土地再評価差額金 1,198 1,191

その他の包括利益累計額合計 6,431 9,307

少数株主持分 358 380

純資産合計 34,580 37,353

負債純資産合計 162,082 170,001

EDINET提出書類

鉄建建設株式会社(E00065)

四半期報告書

 8/16



（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

売上高

完成工事高 76,317 84,926

兼業事業売上高 1,415 1,661

売上高合計 77,732 86,588

売上原価

完成工事原価 74,477 80,351

兼業事業売上原価 1,091 1,376

売上原価合計 75,568 81,728

売上総利益

完成工事総利益 1,839 4,575

兼業事業総利益 324 285

売上総利益合計 2,163 4,860

販売費及び一般管理費 4,077 3,919

営業利益又は営業損失（△） △1,913 940

営業外収益

受取配当金 334 365

為替差益 54 －

その他 173 206

営業外収益合計 563 571

営業外費用

支払利息 525 521

為替差損 － 495

貸倒損失 － 6

その他 10 11

営業外費用合計 536 1,034

経常利益又は経常損失（△） △1,886 478

特別利益

固定資産売却益 － 0

特別利益合計 － 0

特別損失

減損損失 9 27

投資有価証券評価損 22 0

その他 10 0

特別損失合計 42 28

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△1,929 450

法人税、住民税及び事業税 107 136

法人税等調整額 △306 419

法人税等合計 △199 555

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △1,730 △104

少数株主利益又は少数株主損失（△） △0 26

四半期純損失（△） △1,729 △131
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △1,730 △104

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 991 2,884

その他の包括利益合計 991 2,884

四半期包括利益 △738 2,779

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △738 2,753

少数株主に係る四半期包括利益 △0 26
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

１．偶発債務

(１)連結会社以外の会社等の金融機関借入金等について保証を行っています。

① 借入金保証

前連結会計年度
（平成25年３月31日）

当第３四半期連結会計期間
（平成25年12月31日）

マンション購入者 37百万円 マンション購入者 33百万円

当社従業員 3 当社従業員 2

計 40 計 35

　

② 住宅分譲手付金等保証

前連結会計年度
（平成25年３月31日）

当第３四半期連結会計期間
（平成25年12月31日）

㈱グローバル・エルシード 12百万円 ㈱グローバル・エルシード 4百万円

計 12 計 4

　

※２．四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしています。なお、当

四半期連結会計期間の末日が金融機関の休業日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四半期連結

会計期間末日残高に含まれています。

　
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成25年12月31日）

受取手形 20百万円 4百万円

支払手形 25 19

　

 

（四半期連結損益計算書関係）

前第３四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自 

平成25年４月１日 至 平成25年12月31日）

　当社グループの売上高は、主たる事業である土木工事・建築工事において、契約により工事の完成引渡しが第４四半

期連結会計期間に集中しているため、第１四半期連結会計期間から第３四半期連結会計期間における売上高に比べ、第

４四半期連結会計期間の売上高が著しく多くなるといった季節的変動があります。

 

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成していません。なお、第３四半期連結

累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりです。　

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日）

減価償却費 418百万円 392百万円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年12月31日）

１．配当金支払額　

決議 株式の種類
　配当金の総額

（百万円）　

１株当たり

配当額(円)　
基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日

定時株主総会　
普通株式 　156 　   1.0 平成24年３月31日 平成24年６月29日 利益剰余金

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間

の末日後となるもの　　

　該当事項はありません。　

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年12月31日）

該当事項はありません。　
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　（単位：百万円）

　

　

　報告セグメント
その他

（注）１
合計

調整額　

（注）２

四半期連　

結損益計

算書計上

額（注）３

土木

工事

建築

工事

不動産

事業
計

　
売上高

外部顧客への売上高

セグメント間の内部

売上高又は振替高
　

　

38,774

　－

　

37,542　

　－

　

　926

　271

　

　77,243

　271

　

　488

　10,873

　

　77,732

　11,145

　

－

△11,145

　

77,732

－

計 38,774　 37,542　 1,198　 　77,515 　11,362 　88,877 △11,145 77,732

セグメント利益

又は損失（△）
　△16 △2,170 　231 △1,955 　50 △1,904 △9 △1,913

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、建設資機材等の販売他の事

業を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去です。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っています。

　　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　（単位：百万円）

　

　

　報告セグメント
その他

（注）１
合計

調整額　

（注）２

四半期連　

結損益計

算書計上

額（注）３

土木

工事

建築

工事

不動産

事業
計

　
売上高

外部顧客への売上高

セグメント間の内部

売上高又は振替高
　

　

41,059

　－

　

43,867　

　－

　

　995

　264

　

　85,922

　264

　

　665

　10,544

　

　86,588

　10,808

　

－

△10,808

　

86,588

－

計 41,059　 43,867　 1,260　 　86,187 　11,210 　97,397 △10,808 86,588

セグメント利益

又は損失（△）
　845 　△146 　153 851 　101 953 △12 940

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、建設資機材等の販売他の事

業を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去です。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりです。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日）

１株当たり四半期純損失金額 11円8銭 0円84銭

（算定上の基礎）   

四半期純損失金額（百万円） 1,729 131

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純損失金額（百万円） 1,729 131

普通株式の期中平均株式数（千株） 156,141 156,134

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式

が存在しないため記載していません。

　

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

　　

２【その他】

　該当事項はありません。　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成26年２月14日

鉄建建設株式会社

取締役会　御中

有限責任 あずさ監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員　　

 公認会計士 鈴木　清孝

 
指定有限責任社員
業務執行社員　　

 公認会計士 安藤　　見

　
　

指定有限責任社員
業務執行社員　　

 公認会計士 田中　　量

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている鉄建建設株式会

社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成25年10月１日から平成

25年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年12月31日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任　

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論　

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、鉄建建設株式会社及び連結子会社の平成25年12月31日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

　

利害関係　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

　（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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